
地域で発生するバイオマスについて，その「実態」と，利活用を目指す「計画」について，ライフサイクルでの収益性(収
入とコスト)とエネルギー収支（エネルギー生産と消費）を算出し，「実態」と「計画」を比較することにより，バイオマス利
活用計画を評価することができます。 

バイオマス利活用の実現に向けた 

収益性・エネルギー収支のライフサイクル的評価 

◇乳牛ふん尿の堆肥化 

◇豚尿の浄化処理 

◇生ごみ・生活廃水処理汚泥・
食品加工残さの焼却処理 

◇規格外甘しょの鋤込み 

◇休耕田の維持 

①乳牛ふん尿のメタン発酵 

②豚尿のメタン発酵 

③生ごみ・生活廃水処理汚泥・食品加
工残さのメタン発酵 

④規格外甘しょ・食品残さの飼料 

⑤休耕田で栽培される多収量イネを原
料としたエタノール生成 

 K市のバイオマス賦存量(生重量) 

１．対象地域の条件 ２．「実態」と，求められる「計画」のシナリオ 

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000

原料バイオマスの生産（発生） 収集・輸送・貯蔵 バイオマス変換 生成物の輸送・貯蔵 生成物の利用

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000

原料バイオマスの生産（発生） 収集・輸送・貯蔵 バイオマス変換 生成物の輸送・貯蔵 生成物の利用

01,000,0002,000,0003,000,0004,000,0005,000,000

01,000,0002,000,0003,000,0004,000,0005,000,000

収入（千円/年） ランニングコスト（千円/年）

収入（千円/年） ランニングコスト（千円/年）

休耕田の維持

乳牛ふん尿

の堆肥化

豚ふん尿の浄化

処理

生ゴミ・生活廃水汚泥，食品

残さの焼却

実態・計

実態

規格外甘しょ鋤込み・食品

残さの焼却

休耕田での多収量米

栽培＋エタノール生成

乳牛ふん尿のメタン発酵

豚ふん尿のメタン

発酵

生ごみ・生活廃水汚泥・食

品残さのメタン発酵

計画・計

計画

規格外甘しょ・食品残さの

飼料化

４．ライフサイクルでの収入と支出 ５．ライフサイクルでのエネルギー生産とエネルギー消費 
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３．ライフサイクルの評価対象ステージと収集データ 

農村工学研究所・資源循環工学研究領域 

連絡先：資源循環システム担当 029-838-7508 （担当：清水・柚山） 
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１．都市近郊農業地域のK市を対象として，賦存するバイオマスの中から，発生量が多く，利活用が検討されている「家畜ふん尿」「畑作

物残さ」「生ごみ」「生活排水処理汚泥」などを利活用する「計画」を設計し，「実態」と比較しました。 

２．バイオマス利活用の「計画」は，①化石由来エネルギー消費の抑制，②エネルギーや肥料･飼料などの地域内自給率の向上，③地

域産業活性化を考慮して設計しました。 

３．バイオマスの発生から生成物利用まで，輸送も含めた５つのステージ全体をライフサイクルとして評価しました。 

◆５つのバイオマス利活用シナリオについて「実態」と「計画」の収入とコスト，エネルギー生産と消費を算出した結果，シナリオ⑤（休耕

田）以外で，収益性・エネルギー収支とも「実態」よりも「計画」で向上することがわかりました。 

◆データの収集方法や原単位を整備し，様々なバイオマスを対象にした利活用の検討・設計に適用できる評価方法の確立を目指して

います。 


